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健康づくり推進の拠点

長浜町保健センター完成
公衆浴場「なぎさの湯」を併設・ 11F.1178オープン

本
町
で
は
、
「
健
康
は
豊
か
な
町

のム口
言
葉
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と、

各
種
保
健
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
近
年
の
急
激
な
高
齢
化
と
出
生

率
の
低
下
、
疾
病
構
造
の
変
化
、
住

民
の
ニ

l
ズ
の
多
様
化
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

保
持
・
増
進
を
図
り
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

総
事
業
費
約
四
億
円
を
か
け
建
設
を

進
め
て
き
た
長
浜
町
保
健
セ
ン
タ
ー

が
こ
の
た
び
完
成
し
、
十
一
月
十
七

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

今
後
の
保
健
事
業
は
、
従
来
の
地

域
に
出
掛
け
て
行
く
地
域
保
健
活
動

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
保
健
セ
ン

タ
ー
を
対
人
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

と
し
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。(

二
・

三
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
)
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保健センタ一一一一一

機能回復訓練室

機能閤複訓練室(1階)
脳卒中の後遺症や老化などで身体機能

が低下している人を刻象に、日常生活の

自立を助けるため、理ギニ境、法土の指導に

よる杉E能恒|千夏司I~東を千子います。

健
康
相
談
室
(
一
曙
)

健
康
づ
く
り
に
関
連
し
た
ビ
デ
オ
の
放

映
も
行
い
ま
す
ο

和
室
(
十
四
畳
)
で
、
保
健
婦
に
よ
る

き
め
細
か
な
指
導
や
助
言
な
ど
の
健
康

相
談
、
栄
養
士
に
よ
勺
心
栄
養
相
談
な
ど

を
行
、
つ
ほ
か
、
調
理
実
習
の
試
食
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
1

ま
す
。
ま
た
、

調
理
実
習
璽
(
一
階
)

調
理
台
五
台
を
整
え
、
栄
養
教
室
や

講
習
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

検診 c 会議大ホール

検診門会議犬木-)Lo(2階)
各種横診、予防接種、各樟学級講座、

乳幼児健常などを行うほか、 160人程度の
講演去や集会も可能になっています。

体
傾
診
回
会
議
小
ホ
ー
ル

(
一
一
階
)

調理実習室

検診・会議小ホール

和
室
(
=
一
十
畳
)
で
、
各
種
検
診
や
会

議
を
行
う
ほ
か
、
幼
児
や
高
齢
者
の
使

い
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ピ

(
一
一
階
)

東
側
に
は
、
海
に
向
け
て
眺
望
の
よ

い
開
放
的
な
ロ
ピ

l
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
検
診
や
集
会
の
待
ち
合
わ
せ
な
ど
、

憩
い
の
空
間
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。ロビー
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屋上テラス

重量上テラス (3階)
北側と南側にテラスを設置して瀬戸内海の眺望

が楽しめるようにしています。犀上テラスでは、

ミニイベントなどの催し物を考えています。

浴
場

「
者
ぎ
さ
の
理

(
一
一
一
踏
)

浴
室
は
、
な
ぎ
さ
が
眺
望
で
き
る
位

置
に
男
女
共
そ
れ
ぞ
れ
二
十
人
程
度
が

入
浴
で
き
る
淡
水
湯
と
潮
湯
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
潮
湯
は
健
康
増
進
と
疲
労

回
復
に
よ
く
効
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
淡
水
湯
は
四
季
折
々
の
趣
向
を

凝
ら
し
た
風
呂
を
考
え
て
い
ま
す
。

なぎさの湯

リフレッシュコーナー

(3階)
マッサージ機、テレ

ナコ
Fh

ユ
リ
九
ぜ

〆

士
V

し

‘L
の
て

ツ

い

し

〆

憩

置

け
L
W

の
設

一J
後
を

は
y

浴
ど
入
なビ

園田園百園田--聞圃岨回目掴 a 園周回園・・・・・・・園田・園圃圃圃圃圃圃盟国園園盟国園間間働問・聞司陶圃・圃陶旬噌岡田園田園圃園田圃園園園園田園園田園園町圃幽咽固園幽但聞.帽白星.--園田園園田園田園園田園田園盟園田園園ーー目

目

自

目

白

目

B 
E 
Z 

(宮52-3055)011月17日からは、保健センター
まで。

それぞれご連絡下さい。

ヲ令長浜田I浴場「なぎさの動
(宮 52-3064)

[開館時間]午後3時~午後9時
I定休日]日曜日、 1 月 1 日 ~2 日

[入浴料金]次表のとおりです。

区 分 入浴料金

12歳以上70歳未満一人につき 250円

6歳以上12歳未満一人につき 120円

70歳以上一人につき 200円

身体障害者(3級)一人につき 200円

身体障害者(1級、2級)一人につき 無料

党長浜圏J{果{建センター

ou

、

九
ノ
u

d

-

p

-

止

対

議

u

b

会

日

制

し

時

祝

日

催

5
の

萱

る

後

民

設

す

午

国

の

関

~

、

一

に

分

日

夕

進

叩

曜

ン

増

時

日

セ

康

8

、

健

健

保

な

る

ま

こ

一

下

L
課
目

前

日

保

の

、

の

き

い

い

タ

せ

行

境

加

午

曜

1
ん

ま

障

で

で

し

ン

っ

.

-

土

日

用

さ

l

ォ

叶

ま

環

時

間

1
3
使

な

れ

支

用

つ

詳

セ

叶

合

日

活

日

時

日

月

外

み

あ

に

使

な

、

健

U

い
は
ヒ
リ

館

館

1
的
の
で
業
り
に
で
保
問
。
問
月
団
ト
ム

聞

休

~

自

民

修

事

限

と

の

は

お

い

お

日

場

町

で

I
I
日

I
町

研

健

い

こ

す

と

へ

さ

I
O
役

泊

ま
B 

B 
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(物価統制令に基づく県知事の指定料金の規定による)
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第 1回臨時会一一一一

町
道
の

復
旧
工
事
費
な
ど

九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
九
年
度
一
般
会
計
に
四
千
三
百

五
十
万
一
千
円
が
補
正
さ
れ
、
予
算
総

額
は
六
十
一
億
七
千
十
七
万
一
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

一
総
務
費
一
企
画
費
と
し
て
、

J
R伊

予
長
浜
駅
ト
イ
レ
の
改
修
負
担
金
八
百

十
二
万
円
。

一
災
害
復
旧
費
}
現
年
度
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
台
風
八
号
の

十
月
九
日
、
平
成
九
年
長
浜
町
議
会
第
一
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。今
回
の
議
会
で
は
、
平
成
九
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第

三
号
)
の
議
案
一
件
の
ほ
か
、
新
道
路
整
備
計
画
の
策
定
並
び
に
道
路

関
係
予
算
の
確
保
及
び
道
路
特
定
財
源
の
堅
持
等
に
関
す
る
意
見
書
な

ど
の
議
会
提
出
案
件
三
件
が
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。な
お
、
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
の
議
案
一
件
は
、
議
員
全
員
の
賛
同
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ
り

撤
回
さ
れ
ま
し
た
。

被
害
に
よ
る
町
道
慈
光
寺
線
ほ
か
町
道

六
件
の
復
旧
工
事
費
二
千
三
百
六
十
万

円
。
町
単
独
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

費
と
し
て
、
台
風
八
号
及
び
十
九
号
の

被
害
に
よ
る
町
道
須
沢
込
ノ
奥
線
ほ
か

四
十
二
件
の
復
旧
工
事
費
九
百
五
十
万

円。新
道
路
整
備
計
画
の
策
定
並
び
に

道
路
関
係
予
算
の
確
保
及
び

道
路
特
定
財
源
の
堅
持
等

に
関
す
る
意
見
書

生
活
基
盤
で
あ
る
道
路
整
備
は
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
一
層
の
整
備
促
進
を

図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
に

お
け
る
道
路
網
整
備
の
た
め
の
所
要
額

の
確
保
、
平
成
十
年
度
の
道
路
整
備
予

算
の
確
保
、
特
定
財
源
の
確
保
な
ど
、

道
路
整
備
財
源
の
充
当
強
化
に
努
め
る

ほ
か
、
本
県
へ
の
傾
斜
配
分
に
つ
い
て

も
格
段
の
配
慮
を
す
る
よ
う
強
く
要
請

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
議
長
に
菊
地
儀
明
氏

副
議
長
に
渡
辺
久
義
氏

長
浜
町
議
会
の
新
議
長
に
、
菊
地
儀

明
氏
(
豊
茂
・
七
回
)
、
副
議
長
に
渡

辺
久
義
氏
(
下
須
戒
・
六
二
)
が
そ
れ

ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
議
会
議
員
選
挙
後
初
め

て
聞
か
れ
た
第
一
回
臨
時
会
の
本
会
議

に
お
い
て
、
正
・
副
議
長
の
選
挙
が
行

わ
れ
た
結
果
、
両
氏
が
選
出
さ
れ
た
も

の
で
す
。

{
菊
地
議
長
略
歴
}
大
正
十
二
年
一
月

十
七
日
生
ま
れ
。
豊
茂
。
農
業
。
無
所

属
。
町
議
四
回
当
選
。
産
業
建
設
委
員

長
、
議
員
会
長
、
町
土
地
改
良
区
監
事
。

菊地儀明議長渡辺久義副議長

一
渡
辺
副
議
長
略
歴
}
昭
和
十
年
四
月

六
日
生
ま
れ
。
下
須
戒
。
会
社
役
員
。

無
所
属
。
町
議
三
回
当
選
。
産
業
建
設

委
員
長
、
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
理
事
。

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
委
員
及
ぴ
特

別
委
員
会
委
員
な
ど
の
構
成
も
行
わ
れ
、

別
表
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
監
査
委
員
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
法
第
百
九
十
七
条
の
規
定
に
よ

り
、
後
任
者
が
選
任
さ
れ
る
ま
で
の
問
、

前
任
者
が
そ
の
職
務
を
行
い
ま
す
。

役職名 定数 議 貝 名

議 長 1人 -有地儀明

品リ 議 長 1人 -渡辺久義

議 昌 iZ三L王 5人 。同孝志 O東信fll.自高照友 ・垣見方彦ム監事矢間一義
議会運営委員会 6人 。田中堅太郎 O日高照友 ー渡辺久義 ・東吉成 ・矢問ー義 ・垣見苦彦

戸吊ヱ" 需主 務 6人 。垣見苦彦 O田中堅太郎 ・中野茂明 φ日高照友 ・渡辺久義 ，昨同広志

文教厚生 5人 。東育成 O岡孝志 ・弱地儀明 ・補地宣之 ，東教弘
任
産業建設 5人 。矢問一義 O東信fll.二宮英二 ・想谷夫二郎 ・上満武

特 山鳥坂ダム
8人
。田中堅太郎 O中野茂明 ー渡辺久義 ，同孝志 ‘東信利 ・東吉成 l

):J1j 調査対策 ー補地宣之 。上満武

大州市白喜多郡町村組合間 l人 着地儀明

大湖・喜多衛生事務組合議員 2人 帯地儀明 ・日中堅太郎

士制喜多特別室護老人トム事詩組合議員 1人 有地儀明

大問地区広域消防事務組合議員 l人 弱地儀明

八時浜i士開地区広域市町村田組合議目 2人 寿地儀明 ・渡辺久義

大測地E内千通勤士園事務組合議員 1人 有地儀明

平成9年10月9日構成
。委員長(会長) 0副委員長(副会長)長浜町議会構成表
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こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
ご
み

処
理
の
状
況
や
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
、
分
別
収
集
計
画
な

ど
に
つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
は
、
一
般
的
な
処

理
施
設
で
何
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
か
、
今
後
の
処
理
施
設

は
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
る
べ

き
な
の
か
を
見
て
み
ま
す
。

ごみ問題

官
山
一
一
旬
、
み
焼
却
場
で
は
、
近
年
ダ
イ
オ
キ

叫
」
シ
ン
の
発
生
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
の
六
月
に
厚
生
省
が
設
置

し
た
「
ご
み
処
暗
に
係
る
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
削
減
対
策
検
討
会
」
で
検
討
さ
れ
、

四
カ
月
後
に
中
間
報
缶
が
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。

山
…
y
J
V

イ
オ
キ
シ
ン
は
、
有
機
塩
素
化
合

ス
/
物
の
一
種
で
、
イ
タ
リ
ア
の
セ
ベ

ソ
に
あ
る
化
学
工
場
の
爆
発
事
故
を
契

機
に
、
有
害
性
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
多
く
の
程
類
が
あ
り
、

2
・

3
・
7
・
8
|
四
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
パ
ラ

ジ
オ
キ
シ
ン

(
T
C
D
D
)
は
特
に
毒

性
が
強
く
、
ご
く
微
量
で
人
が
死
亡
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
味
噌

や
醤
油
の
付
着
物
や
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

等
の
塩
基
を
含
ん
だ
物
質
を
燃
や
す
と

き
に
発
生
し
、
対
策
と
し
て
は
、
焼
却

炉
で
の
適
正
負
荷
・
連
続
運
転
、
安
定

燃
焼
、
指
ピ
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
除
去

等
が
あ
り
、
排
ガ
ス
一
立
万
メ
ー
ト
ル

当
た
り
八

0
ナ
ノ
グ
ラ
ム
(
一

O
億
分

の
こ
以
上
の
炉
で
は
、
緊
急
対
策
が

必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
当
環
境
セ
ン
タ
ー

は
、
四
分
の
一
以
下
の
濃
度
で
す
か
ら

当
面
は
問
題
は
な
い
と
い
え

ま
す
が
、
将
来
は
よ
り
広
域

で
の
二
十
四
時
間
連
続
運
転

ゃ
、
塩
基
を
含
ん
だ
物
質
を

排
除
し
て
焼
却
す
る
こ
と
が

考
、
え
ら
れ
ま
す
。

:rた
、
最
終
処
分
場
で
は
、

日三

C

重
金
属
や
有
機
塩
素
系

化
合
物
の
溶
出
に
よ
る
、
地

下
水
や
土
壌
の
汚
染
問
題
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
、
つ
な
布

害
廃
棄
物
に
よ
る
被
害
を
な

く
す
た
め
に
は
、
発
生
し
た

有
害
廃
棄
物
の
安
定
化
・
無

害
化
処
理
を
行
っ
て
か
ら
最

終
処
分
場
に
埋
め
立
て
る
だ
け
で
な
く
、

よ
り
徹
底
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
有

害
廃
棄
物
の
発
生
そ
の
も
の
を
抑
え
る

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

…
州
、
れ
ら
の
対
策
は
、
市
町
村
で
措
置

、
ー
」
で
き
る
も
の
、
国
レ
ベ
ル
で
の
対

策
が
必
要
な
も
の
、
ご
み
の
排
出
者
が

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
大

別
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
最
大
限

の
努
力
が
必
要
で
す
。
近
年
の
製
品
で

は
、
有
害
物
質
の
質
・
呈
と
も
に
増
加

す
る
傾
向
が
あ
り
、
事
業
者
が
、
製
造

段
階
で
こ
れ
ら
を
積
極
的
に
同
利
用
す

る
こ
と
や
有
害
物
質
の
使
用
を
抑
制
す

る
こ
と
、
消
費
者
の
立
場
か
ら
は
、
ご

み
処
理
や
環
境
保
護
の
配
慮
が
な
さ
れ

た
商
品
を
選
択
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

きれいな水をいつまでも…

い
う
状
況
や
将
来
の
動
向
を
勘

案
し
、
長
浜
町
と
し
て
は
よ
り
効

率
的
、
よ
り
安
全
に
ご
み
処
理
す
る
こ

と
を
目
標
に
、
維
持
管
理
に
当
た
る
職

員
を
は
じ
め
ご
み
収
集
に
従
事
す
る
事

業
者
の
研
鐘
を
行
、
っ
と
共
に
、
分
別
収

集
計
画
に
基
づ
く
リ
サ
イ
ク
ル
を
充
実

さ
せ
る
た
め
の
中
間
処
理
施
設
を
急
い

で
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ご
み
の
排
出
者
で

あ
る
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
賢
い
消
費
者

と
な
っ
て
ご
み
の
減
量
と
適
切
な
分
別

に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
前
に
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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八
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
七
日
間
、
海
外
生
活
体
験
を

通
し
友
好
親
善
を
図
る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
視
野
を
広
め
国
際
化
に

対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
第
一
回
青
少
年
海
外
派
遣
体

験
ツ
ア
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
レ
ゴ
ン
州
を
派
遣
先
の
メ
イ
ン
に
し
て
、

中
学
生
十
人
と
町
・
教
職
員
等
四
人
の
合
計
十
四
人
が
参
加
し
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
中
心
に
研
修
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
に
つ
い
て
、
九
月
十
日
、
町
体
育
館
会
議
室
に
お
い
て

事
後
研
修
会
が
行
な
わ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
研
修
で
の
感
想
や
反

省
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

社会教育課長補佐

小西貫一

ユニパ サルスタジオにて

司
会
(
小
西
)
:
今
回
、
青
少
年
海

外
派
遣
事
業
と
し
て
長
浜
中
学
生
を
対

象
に
第
一
回
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
派

遣
先
は
、
英
語
指
導
助
手
と
し
て
長
浜

中
学
校
に
勤
務
と
な
っ
て
い
る
ハ
ィ
、
不

ル
・
エ
イ
ド
リ
ア
ン
氏
の
故
郷
オ
レ
ゴ

ン
州
と
な
り
、
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
が

期
待
を
抱
い
て
出
発
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
参
加
さ
れ
て
の
全
体
的
な

感
想
及
び
印
象
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

山
田
:
ア
メ
リ
カ
で
の
入
国
審
査
時

に
は
こ
わ
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
二

日
三
日
と
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
だ
い

ぶ
慣
れ
て
き
て
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

奥
野
:
ア
メ
リ
カ
は
、
と
て
も
大
き

い
固
で
し
た
が
、
日
本
も
結
構
い
い
国

だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に

は
あ
ま
り
ゴ
ミ
も
捨
て
て
な
く
、
と
っ

て
も
奇
麗
で
あ
っ
た
こ
と
が
印
象
的
で

し
た
。井
上
:
ア
メ
リ
カ
は
、
と
っ
て
も
大

き
な
固
で
、
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
少
し
食
べ
物
が
口
に
合

わ
な
か
っ
た
で
す
。

船
津
:
・
地
図
で
見
る
と
ア
メ
リ
カ
は

近
く
に
見
え
ま
す
が
、
飛
行
機
に
乗
っ

て
い
る
時
聞
が
と
て
も
長
か
っ
た
た
め
、

と
て
も
遠
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
土
地
が
広
く
人
も
多
か
っ
た
。

食
事
は
甘
く
て
量
が
多
く
食
べ
る
の
が

大
変
で
し
た
。

流
込
:
・
ア
メ
リ
カ
は
と
て
も
広
く
て
、

人
も
考
え
る
こ
と
が
お
も
し
ろ
く
、
行

動
が
大
胆
だ
と
思
い
ま
し
た
。

二
宮
:
た
く
さ
ん
自
然
が
残
っ
て
い

て
、
良
い
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。

菊
地
・
:
ア
メ
リ
カ
は
少
し
恐
い
と
一
言

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
行
っ

て
み
る
と
そ
う
で
も
な
か
っ
た
し
、
人

柄
も
や
さ
し
い
人
が
多
く
て
良
か
っ
た

で
す
。鎌
田
・
:
実
際
に
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て

見
て
、
や
っ
ぱ
り
広
い
国
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
周
り
は
背
の
高
い
人
ば
か

り
で
、
英
語
が
ペ
ラ
ベ
ラ
で
、
こ
れ
は

あ
た
り
前
だ
け
れ
ど
も
す
ご
い
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。

中学2年生
山田 圭
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神
崎
・
:
ア
メ
リ
カ
の
人
と
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、
景
色
が
と
て
も
奇
麗
で
し
た
。

高
度
:
・
ア
メ
リ
カ
は
、
な
ん
と
雄
大

な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
土
地
の

広
さ
、
家
の
広
さ
、
食
事
の
量
す
べ
て

日
本
と
の
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。

畦
田
・
:
ア
メ
リ
カ
で
の
入
国
審
査
が

と
て
も
厳
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
他

の
国
へ
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
ん
な
厳
し
さ
は
な
か
っ
た
。
家
を
建

て
る
に
も
、
ア
メ
リ
カ
で
は
事
情
が
違

い
、
土
地
も
沢
山
あ
る
と
い
う
こ
と
で

う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
:
こ
の
研
修
で
の
プ

一一一一青少年海外派遣

一一中国語"""昼

中学2年生
奥野朔太

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
自
分
の
家
に
長

浜
の
方
を
連
れ
て
行
く
こ
と
が
出
来
た

こ
と
は
、
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ス
タ
ジ
オ
へ
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
、
大
変
良
か
っ
た
。

田
中
・
:
印
象
と
し
て
、
全
て
の
面
で

ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
思
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
日
に
付
い
た
の
は
飛
行
機
の
上

か
ら
見
た
時
の
区
画
整
理
さ
れ
た
町
で

す
。
日
本
で
は
住
宅
の
中
に
緑
が
ポ
ツ

ン
ポ
ツ
ン
と
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は

緑
の
中
に
住
宅
が
あ
る
よ
う
な
感
じ
で
、

す
ば
ら
し
い
環
境
で
と
て
も
奇
麗
で
し

た
。
全
体
的
に
土
地
が
広
い
の
で
ゆ
っ

た
り
と
し
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

テ
イ

地平線の彼方ヘ続く高速道路

司
会
i
第
一
の
研
修
で
あ
る
ホ
1
ム

ス
テ
イ
が
、
五
班
に
分
か
れ
二
泊
三
日

の
日
程
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

生
活
体
験
で
の
感
想
を
お
願
い
致
し
ま

す。
田
中
・
・
・
皆
さ
ん
大
変
明
る
く
受
け
入

I 
~ 
4 単調弓
場-一会描

中学2年生
高屋佳恵

中学2年生
神崎陽子

れ
を
し
て
頂
く
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

ち
が
積
極
的
に
溶
け
込
ん
で
く
れ
た
こ

と
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
二
日
自

の
ク
レ
イ
タ
l
レ
イ
ク
の
観
光
に
も
、

子
ど
も
や
お
母
さ
ん
た
ち
も
一
緒
に
同

行
し
て
く
れ
、
一
層
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

エ
イ
ド
リ
ア
ン
:
・
私
の
家
に
泊
ま
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
懐
か
し
く
お
母
さ
ん

と
ネ
コ
た
ち
に
会
え
て
良
か
っ
た
し
、

子
ど
も
た
ち
も
結
構
楽
し
く
過
ご
し
て

く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

畦
田
:
・
二
人
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

宅
へ
行
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
は
、
大

変
こ
ま
か
い
所
ま
で
親
切
に
し
て
頂
く

と
と
も
に
、
本
当
の
家
族
の
一
員
の
よ

う
に
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
楽
に
二
日

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
対
し
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

家
事
の
役
割
分
担
が
日
本
と
違
い
、
男

女
平
等
で
行
な
わ
れ
て
い
る
感
じ
が
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ホ
1
ム
ス
テ
イ

を
今
後
も
実
施
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
期

間
を
も
っ
と
長
く
し
て
研
修
の
メ
イ
ン

と
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

高
屋
・
:
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
大
変
親
切
に
ま
た

や
さ
し
く
し
て
も
ら
っ
て
本
当
の
家
族

の
様
で
し
た
。

神
崎
:
・
と
て
も
や
さ
し
い
人
た
ち
で
、

と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
ネ

コ
た
ち
と
も
遊
ん
で
楽
し
く
ホ
1
ム
ス

テ
イ
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

鎌
田
:
・
と
て
も
親
切
に
し
て
も
ら
っ

た
の
で
、
安
心
し
ま
し
た
。
お
土
産
も

大
変
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

長
浜
の
こ
と
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
話

し
合
い
ま
し
た
が
、
言
葉
が
十
分
に
通

じ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
手
を
使
っ
た

り
絵
を
書
い
た
り
し
て
解
っ
て
も
ら
っ

た
の
で
、
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。
そ
う
し
な
が
ら
お
互
い
の
友
情

が
深
ま
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。

菊
地
・
:
最
初
は
、
少
し
ド
キ
ド
キ
し

ま
し
た
が
、
み
ん
な
と
て
も
良
い
人
た

ち
だ
っ
た
の
で
す
ご
く
良
か
っ
た
で
す
。 ホストファミリーにご挨拶

言
葉
が
通
じ
な
い
時
は
大
変
く
や
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

お
母
さ
ん
が
日
本
語
を
話
す
こ
と
が
で

き
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。

二
宮
:
私
が
び
っ
く
り
し
た
の
は
、

食
事
で
お
米
の
ご
飯
が
出
た
こ
と
で
す
。

ま
た
、
わ
か
ら
な
い
言
葉
が
あ
れ
ば
す

ぐ
に
調
べ
て
く
れ
て
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
そ
し
て
、
す
ご
く
親
切
で
や

さ
し
く
し
て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
で
す
。

流
込
・
:
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
が

日
本
語
が
得
意
だ
っ
た
こ
と
と
、
単
語

を
並
べ
る
だ
け
で
話
が
解
っ
て
も
ら
っ

た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
二
日
間
で
し

た
が
、
研
修
全
体
の
内
で
一
番
良
か
っ

た
で
す
。

船
津
・
:
英
語
で
の
会
話
が
全
く
で
き

な
か
っ
た
の
で
残
念
で
し
た
。
し
か
し
、

み
ん
な
に
や
さ
し
く
し
て
も
ら
い
と
て

も
良
か
っ
た
で
す
。

井
上
・
:
小
学
生
が
い
る
と
こ
ろ
へ
行

き
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

夕
方
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
に
行
っ
た

り
、
川
へ
遊
び
に
行
っ
た
こ
と
が
楽
し

か
っ
た
で
す
。

奥
野
・
:
な
か
な
か
英
語
が
通
じ
な
か
っ

中学3年生
船津恵司
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た
こ
と
が
く
ぞ
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、

単
語
を
並
べ
る
だ
け
で
ど
う
に
か
理
解

し
て
く
れ
た
の
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
も
う
少
し
英
語
の
勉
強
を
し
て

か
ら
、
も
う
一
度
ア
メ
リ
カ
に
行
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

山
田
・
:
家
族
の
様
に
や
さ
し
く
し
て

も
ら
っ
て
、
と
て
も
楽
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
良
か
っ
た
で
す
。
始
め
は
、
全

く
話
す
こ
と
が
で
き
な
か
つ
だ
け
れ
ど

も
、
家
族
の
事
や
長
浜
の
こ
と
等
を
話

す
と
と
が
で
き
て
長
か
っ
た
で
す
。

デ
ィ
ズ

j前
喫

司
会
i
本
家
本
元
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

ワ
ー
ル
ド
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
つ

て
の
印
象
等
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
下
さ

し

中学3年生
井上賢二

山
田
:
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
は
と
て

も
広
く
て
、
歩
き
疲
れ
る
く
ら
い
で
し

た
。
そ
し
て
、
中
に
は
ア
メ
リ
カ
人
だ

け
で
な
く
日
本
人
も
い
て
驚
き
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
乗
り
物
等
に
乗
る
の
に
、
暑

い
中
を
並
ば
な
い
と
い
け
な
い
の
で
少

し
し
ん
ど
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
楽
し
か
っ

た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

奥
野
:
・
ぼ
く
が
想
像
し
て
い
た
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
は
、
も
っ
と
す
ご
い
も

の
と
思
っ
て
い
た
の
で
少
し
も
の
足
り

な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
一

番
驚
い
た
の
は
、
日
本
人
が
多
く
て
案

内
の
放
送
で
も
日
本
語
で
か
か
っ
て
く

る
の
に
は
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
ま

た
、
臼
本
に
は
な
い
よ
う
な
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ー
ス
タ
ー
み
た
い
な
も
の
が
沢
山
あ
っ

て
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

流
込
:
・
乗
り
物
は
す
べ
て
す
ご
い
も

の
ば
か
り
で
、
昼
の
パ
レ
ー
ド
で
は
、

赤
い
服
を
肴
た
人
た
ち
が
歌
っ
た
り
闘
っ

中学3年生
鎌田 忍

文字どおりおとぎの国でした

だ
り
し
て
い
た
の
に
感
動
し
ま
し
た
。

菊
地
・
:
と
て
も
広
く
一
日
歩
い
た
の

が
疲
れ
ま
し
た
。
と
て
も
す
ご
い
乗
り

物
が
あ
っ
て
、
い
い
一
目
だ
っ
た
と
忠

い
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
レ
ー
ド
に
は
非

常
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
パ
レ
ー
ド

の
中
で
赤
い
服
を
着
た
人
の
歌
声
が
と

て
も
き
れ
い
だ
っ
た
の
で
、
私
も
あ
れ

ぐ
ら
い
上
手
に
歌
を
歌
え
た
ら
い
い
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も

み
ん
な
沢
山
買
え
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

吉
岡
屋
:
・
日
本
人
が
結
構
い
た
の
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や
本
で
見
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
想

像
し
て
い
た
よ
り
も
迫
力
が
あ
り
、
ア

メ
リ
カ
に
来
た
と
い
う
実
感
が
し
ま
し

た。
エ
イ
ド
リ
ア
ン
:
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
へ
行
っ
て
み
て
、
や
っ
ぱ
り
ア
メ
リ

カ
人
以
外
の
方
も
沢
山
い
る
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
い

ろ
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

乗
り
物
が
す
ご
か
っ
た
の
と
、
全
体
的

な
環
境
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

中
学
生
も
大
喜
び
で
、
興
奮
し
て
い
た

よ
う
で
し
た
。

中学3年生
流込麗香

タ
ジ
オ

世
界
で

司
会
・
:
世
界
一
主
百
わ
れ
る
規
模
を

誇
る
、
映
画
と
テ
レ
ビ
の
ス
タ
ジ
オ
を

視
察
し
て
の
感
想
を
お
噴
い
し
ま
す
。

田
中
・
:
ア
メ
リ
カ
暁
聞
を
撮
影
し
て

い
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス

タ
ジ
オ
に
興
味
を
持
っ
て
入
園
、
い
き

な
り
パ
ッ
ク
ト
ゥ
ザ
フ
ュ

1
チ
ャ

l
に

入
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
一
辺
に
ま
い
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
体
が
越
中
で
と
う

に
か
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
樫
波

れ
ま
し
た
。
他
に
も
乗
り
物
が
あ
り
ま

し
た
が
、
後
改
乗
る
気
持
ち
に
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ス
タ
ジ
オ
全
体
が
広
大

で
、
そ
の
中
を
専
用
の
車
で
見
学
し
、

実
際
に
洪
水
・
火
災
等
が
撮
影
さ
れ
る

現
場
の
体
験
が
で
き
、
す
ば
ら
し
い
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
は
ス
タ

ン
ト
シ
ョ
ー
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
迫
力
が
あ
り
、
さ
す
が

に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
だ
な
と
思
う
と
と
も
に
、

日
本
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
シ
ョ
ー

で
、
す
ば
ら
し
い
ス
タ
ジ
オ
だ
と
思
い

中学3年生
菊地香奈

リアルなセットは迫力満点

ま
し
た
。

畦
田
・
・
・
私
は
映
画
が
大
変
好
き
な
の

で
、
楽
し
み
に
行
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
と
て
も
規
模
が
大
き
い
の
に
は
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
暑
い
中
を
時
間
待
ち

す
る
の
に
良
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
っ
た

の
は
、
頭
上
か
ら
キ
リ
を
か
け
快
適
に

待
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、
ア
メ
リ

カ
人
は
人
を
楽
し
ま
せ
る
と
い
う
こ
と

を
徹
底
的
に
や
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。

神
崎
:
寅
物
を
す
る
時
間
が
少
な
か
っ

た
の
が
少
し
残
念
で
し
た
。
で
も
、
迫

力
の
あ
る
映
画
の
セ
ッ
ト
が
あ
り
す
ば

ら
し
か
っ
た
で
す
。

鎌
田
:
・
は
じ
め
は
い
ろ
い
ろ
と
想
像

し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
映
画
に
興

味
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
行
き
た

い
気
持
ち
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
映
画
の
セ
ッ
ト
を
見
る
こ
と
が

で
き
映
像
も
と
て
も
リ
ア
ル
で
良
か
っ
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た
で
す
。
最
初
に
パ
ッ
ク
ト
ゥ
ザ
フ
ュ

l

チ
ャ
ー
で
の
乗
り
物
に
乗
っ
た
け
ど
、

迫
力
が
あ
り
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

ま
た
行
く
機
会
が
あ
れ
ば
行
き
た
い
で

す。

一一一一青少年海外派遣

二
宮
:
・
実
際
に
見
た
映
画
の
セ
ッ
ト

を
見
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
ワ
ー
ル
ド
で
の

シ
ョ
は
す
ご
い
迫
力
で
し
た
。

船
津
:
・
映
画
で
見
た
も
の
が
そ
の
ま

ま
再
現
さ
れ
て
、
と
て
も
リ
ア
ル
に
で

き
て
い
ま
し
た
。
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー

ク
で
は
水
ぴ
た
し
に
な
り
、
パ
ッ
ク
ド

ラ
フ
ト
で
火
の
部
屋
に
入
っ
て
見
ま
し

た
が
と
て
も
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

井
上
:
・
ジ
ユ
ラ
シ
ッ
ク
パ

l
ク
が
一

番
楽
し
か
っ
た
で
す
。
パ
ッ
ク
ド
ラ
フ

ト
ス
タ
ジ
オ
の
中
に
入
っ
て
実
際
の
場

面
を
見
て
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

ス
タ
ジ
オ
も
広
く
、
町
が
造
ら
れ
て
い

で
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

映画の世界が自の前に

今
後
の
海
州
派
遣
事
業
を

充
実
必
た
も
の
に

司
会
:
今
凶
の
研
修
で
の
反
省
内
…
ゃ
、

次
回
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

田
中
・
・
・
今
回
は
七
日
間
の
研
修
で
し

た
が
、
一
単
位
一
寸
で
の
移
動
時
間
を
か
な
り

要
し
た
の
で
実
際
研
修
を
す
る
時
間
が

少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
次
回

は
実
施
期
間
を
増
や
し
、
公
式
訪
問
や

名
所
旧
跡
巡
り
を
組
み
込
む
よ
う
に
す

れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た。
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
:
も
っ
と
長
く
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
が
出
来
た
ら
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
訪
問
先
(
学
校
)
が

休
み
で
な
い
時
期
に
実
施
す
れ
ば
良
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

研
修
に
行
く
者
は
、
事
前
に
英
語
で
の

自
己
紹
介
の
仕
方
等
を
勉
強
し
て
お
く

よ
う
に
す
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

畦
田
・
・
・
事
前
に
派
遣
員
の
英
会
話
研

修
の
場
を
設
定
し
て
、
勉
強
し
て
お
け

ば
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ム

悼き器官事

長浜中学校教諭

畦回祐二

中学3年生
二宮靖恵

ス
テ
イ
先
で
み
ん
な
が
社
交
性
を
持
つ

こ
と
が
一
番
大
事
で
あ
り
、
自
分
の
思
っ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
す
る
気
持

ち
さ
え
あ
れ
ば
、
あ
ま
り
英
語
を
文
法

的
に
正

L
く
伝
え
よ
う
と
し
な
く
で
も

良
い
と
患
い
ま
す
。
今
後
、
中
学
校
で

も
英
会
話
の
で
き
る
時
間
を
増
や
し
て
、

も
っ
と
も
っ
と
み
ん
な
が
英
会
話
の
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
も
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
も
っ

と
期
聞
を
長
く
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
問
で
の

自
己
紹
介
時
に
は
、
日
本
の
文
化
を
な

ん
ら
か
の
方
法
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き

た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

高
屋
:
・
ホ
l
ム
ス
一
ア
イ
先
で
は
も
っ

と
英
語
を
勉
強
し
て
お
け
ぽ
良
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
私
と
同
じ
位

の
子
ど
も
が
い
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
っ

た
の
と
、
期
間
を
長
く
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

神
崎
・
:
ホ
l
ム
ス
テ
イ
は
大
変
良
か
っ

た
の
で
、
も
っ
と
日
数
を
増
や
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

鎌
田
・
:
英
活
の
勉
強
を
し
、
英
会
話

が
少
し
で
も
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
た

ら
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
期
間
を
も
っ
と
長
く
し
て
欲

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

菊
地
・
:
ホ
l
ム
ス
テ
イ
で
生
活
の
体

験
を
し
た
い
と
患
っ
て
い
ま
し
た
が
、

英
語
で
の
会
話
が
あ
ま
り
で
き
な
か
っ

た
の
で
十
分
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
で
す
。
二
宮
:
・
い
ろ
い
ろ
な
面
で
英
語
を
も
っ

と
勉
強
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
の
で
す

が
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
少
し
英
語
で
話

す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

流
込
・
:
写
真
を
写
す
時
に
、
カ
メ
ラ

の
使
い
方
を
も
う
少
し
勉
強
し
て
お
け

ぽ
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。i 

外国語指導助手

工イドリアン・ハイネル

船
津
・
:
ホ
1
ム
ス
テ

f
先
等
で
、
も
っ

と
英
語
で
話
が
で
き
る
よ
、
つ
に
勉
強
を

し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
で
す
。

井
上
・
:
ホ
1
ム
ス
テ
イ
先
で
の
研
修

開
聞
は
、
四
j
五
日
間
位
が
良
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。

奥
野
・
:
今
回
、
中
学
生
を
対
象
に
海

外
派
遣
の
企
画
を
し
て
頂
き
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
へ
行
き
日
本
と

の
違
い
を
知
る
こ
と
が
出
来
と
て
も
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の

特定事業対策室長

田中宏幸

研
修
を
続
け
て
も
ら
い
、
ア
メ
リ
カ
・

オ
レ
ゴ
ン
州
等
の
す
ば
ら
し
い
自
然
の

中
へ
皆
が
行
っ
て
研
修
す
れ
ば
良
い
と

忌
い
ま
し
た
。

山
田
:
・
研
修
に
行
く
前
に
も
っ
と
勉

強
し
て
お
け
ぽ
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
又
、
ホ
l
ム
ス
テ
イ
の
期
聞
を
長

く
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

司
会
・
:
本
日
辻
、
み
な
さ
ん
が
体
験

し
て
感
じ
た
事
や
反
省
点
等
の
ご
意
見

を
あ
り
が
と
ろ
ご
さ
い
ま
し
た
。
こ
の

意
見
を
今
後
の
研
修
に
役
立
た
せ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホストファミ 1)ーの皆さんありがとうございました
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お知らせ一一一一一

ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、
次
の
と
お
り

写
真
展
と
美
術
展
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
ぜ

ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

第
三
回
目
絞
殺
巌
氏

「
我
が
家
v

の
川
花
一
の
写
真
展
」

沖
浦
の
戎
巌
さ
ん
が
、
自
宅
で
育
て

ら
れ
て
い
る
草
花
な
ど
を
撤
ら
れ
た
作

品
、
約
七
十
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

一
期
日
}
十
一
月
十
一
日
j

一
一
十
円

(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
)

第長
浜
高
校
生
徒
の
皆
さ
ん
が
描
い
た
、

絵
画
や
デ
ザ
イ
ン
画
な
ど
の
美
術
作
品

和
五
十
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

{
期
日
一
十
一
月
二
十
六
日
j
十
二
月

五
日
(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
)

え
ひ
め
産
業
支
化

ま
つ
り
開
催

愛
媛
県
で
は
、
平
成
九
年
度
県
民
総

合
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
県
下
の
市
町

村
、
商
工
団
体
、
農
林
水
産
団
体
並
び

に
消
費
者
団
体
の
参
加
に
よ
り
、
「
平

成
九
年
度
え
ひ
め
産
業
文
化
ま
つ
り
」

を
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
生
産
者
と
消
費
者

人権問題に関する総合12待問電話相談
【相談内容]差別問題、児童生徒の「いじめ」
体罰問題、家庭問題、近隣関係等人権問題に
関するあらゆる相談(秘密厳守)
【日時] 12月10日(水)午前9時~午後 5時
【電話番号]フリーダイヤル 0120-025-550
I相談担当者}人権擁護委員、弁護士、法務局
職員
I主催]松山地方法務局、愛媛県人権擁護委員
連合会

と
の
相
互
交
流
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

健
康
で
潤
い
と
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
ぞ
つ

く
り
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

今
凶
は
、
地
域
特
産
品
の
展
示
、
即

売
、
特
産
工
芸
品
展
、
親
子
ふ
れ
あ
い

広
場
な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ

ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

一
開
催
日
時
一
十
一
月
二
十
二
日
(
土
)

午
前
十
時
j
午
後
五
時
、
及
び
二
十
三

日
(
日
)
午
前
九
時
j
午
後
三
時
半

一
開
催
場
所
一
松
山
市
(
県
民
文
化
会

館
、
原
農
業
試
験
場
跡
)

一
主
な
イ
ベ
ン
ト
}
ふ
る
さ
と
文
化
・

産
物
展
、
技
術
・
ア
イ
デ
ア
展
、
ふ
る

さ
と
感
謝
の
広
場
、
わ
い
わ
い
ふ
る
さ

と
市
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
古
場
な
ど

軍
金
運
間
四
十

日本圏内関畏年金に必ず加入し悲{すればならない人は、
に住所がある、 20歳以上 60歳未満の人たちです。

一
国
月
大
臣

3
十
ニ
間
同

さで、あなたは?加入者(被保険者)は3種類。

第2号被保険者
となる人

第1号被保険者
となる人

関
民
牢

加盟
サラリーマンの妻など

厚生年金保険や共済組合
の加入者に扶養されてい

る配偶者で20歳以上60歳
未満の人。

サラリーマン

厚生年金保険の被保険者
本人・共済組合の組合員

本人。

自営業、農林漁業者、

自由業者、学生、失の

扶養になっていないサ

ラリーマンの妻など。

任意加入者(希望して加入することができる人)

惨日本昌内に住所のある60歳以上65歳未満の人

険老齢(退職)年金受給者で60歳未満の人

ト毎タトに在住している 20歳以上65歳未満の巴本人

砂65j携に達しても年金受給権が確保できない人は70j歳まで加入できます。(昭和初年4月j日以前に生れた人)

ず
る



一
受
講
期
間
}
標
準
で
一
カ
年

一
受
講
料
一

O
一
級
技
能
士
コ

l
ス
・
:

八
、
五
一

O
円
O
一
プ
級
技
能
士
コ

l
ス
・
:

六
、
三
九
O
円

一
特
典
一
修
了
者
は
、
技
能
検
定
の
学

科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

一
そ
の
他
一
こ
の
講
座
は
、
三
十
歳
以

上
で
一
定
の
条
件
に
該
当
さ
れ
る
方
に

対
し
て
、
修
了
時
に
受
講
料
の
半
額

(
ま
た
は
三
分
の
一
)
が
補
助
さ
れ
る

「
中
高
年
齢
労
働
者
等
受
講
奨
励
金
」

の
指
定
講
座
で
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
雇
用
促
進
事
業

団
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
愛
媛
(
宮

O
八

九
i
九
七
二

l
O
三
三
四
)
ま
で
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

最近、大蔵省回刷局では高度情報化社会の進展と時

代の二一ズに対応するため、政府刊行物の CD-ROM
化を進めています。パソコンで情報を取り出すことが

政府刊行物は I編集、著作、監修、発行のいずれか|可能です。 CD-ROMで発行されているのは、戸高価証
ガ政府関係機関である印刷加のことです。白書類ガ|券報告書総駐日最境白書自制学技術白重jなどです。

代表的なものですガ、 10コマ漫画で日常起こりがちな!政府刊行物は『政府刊行物サービスセンタ-~ (全国
題材を分かりやすく表現した{マンガ民法入門jや、 I 10力、所)、『サービス・ステーシヨン~ (全国62か所)、
今日本の国立公園の代表的な風景および野性動積物など I~常備寄託書庖11 (全国約370庖)で購入できます。政令
本を、ナシヨナjしパーク・レンジャーガ力ラー写真を交|府刊行物に関するお問い合わせは、大蔵省臼刷局業務手

今えて分かりやすく解説した「国立公園図紅、日本全|部普及管理官室合03-3587-4283・4284までお願いしく長

Z国こあるユニークなテーマ館を都道府県別に紹介した|ますo 3 
少ψヤ告人人~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~N'すすすすすずすすすQ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

十
一
月
は

職
業
能
力
開
発
促
進
月
間
で
す

5
「
技
能
士
の
た
め
の
通
信
講
座

を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
1

「あなたの街のユニークテーマ担Jなど、比較的身近
な話題を取り上げて、すぐ手にとってみたいものも数

多くあります。

重量電子メヂィアを&映

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
等
へ
の
入
挙
費
用
や
、

在
学
中
の
授
業
料
な
ど
の
費
用
を
融
資

す
る
「
国
の
教
育
ロ

l
ン
」
の
申
込
み

受
付
を
し
て
い
ま
す
。
低
金
利
で
申
し

込
み
も
簡
単
で
す
。

{
融
資
額
]
学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き

百
五
十
万
円
以
内

一
利
率
}
年
二
・
七
%
(
固
定
金
利
)

{
返
済
期
間
一
八
年
以
内

一
据
置
期
間
]
在
学
期
間
以
内
で
元
金

据
置
可
能

一
保
証
}
削
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

ま
た
は
保
証
人
(
一
人
以
上
)

一
お
問
い
合
せ
}
一
T
七
九

O
松
山
市
三

番
町
六
七
二
一
:
国
民
金
融
公
庫
松

山
支
庖
・
教
育
ロ

l
ン
係
(
宮

O
八
九
|

九
四
一
六
一
四
八
)
ま
で
。

ト
一
郎
子
巳
芳
之
太
こ
健
一

前
者
太
次
徹
裕
正
祐
一
弥
う

園

5

-

j

j

一

国

著

屋

田

柳

田

川

村

凪

平

一

澗
堺
浅
黒
島
白
野
鷲
群
大
一

長
~

b

学

，

た

大

一

目

「

)

叫

り

の

活

一

一

、

一

る

や

ル

ち

わ

還

問

生

一

I
h

な
ぽ
バ
什
終
帰
人
、
っ
一

誌と
J
V

、
つ
つ
ト
い
て
の

c

い一

J

…1川
名
こ
ぽ
之
し
ら
郎
と
一

間
コ
y

は

(

刊

に

か

太

医

一

一
川

ru川
町
山
常
事
官
」
員
九
J

り
淵
遼
科
一

一
白
川
J
P
M
A

次
道
川
室
ま
の
馬
ノ
神
一

ご
い
点
〓
「
鉄
ト
個
始
死
司
活
精
一

一
J
……U
0
0
0
0
0
0
0
0
0

一

11 月 1 日 ~30 日〈政府刊行物普及月間〉

雇
用
促
進
事
業
団
職
業
能
力
開
発
大

学
校
で
は
、
生
産
現
場
の
技
能
労
働
者

に
必
要
な
専
門
知
識
を
、
系
統
的
に
幅

広
く
習
得
す
る
た
め
の
通
信
講
座
を
開

講
し
て
い
ま
す
。

{
コ
ー
ス
}
機
械
加
工
科
(
一
級
)
他
、

=
一
十
七
コ

l
ス

一
受
講
資
格
}
実
務
経
験
の
あ
る
方

(
一
級
に
つ
い
て
は
、
修
了
時
に
一
級

技
能
検
定
の
受
講
資
格
を
得
ら
れ
る
方
)

聾か建設来襲
I政府刊行物? なんだか堅苦しそうで面白くなさそ
う」。そんな印象をおもちではありませんか。

政府刊行物は必ずしもそんなものばかりではありま

せん。

11月は口政府刊行物普及及月間です。この機会に

政府刊行物に自を通レてみてはい力、ガですか。

盤身近えま話題をユニークに表現

手
話
講
座

一
受
付
開
始
臼
}
①
と
③
は
二
月
一
日

か
ら
、
②
は
一
月
一
日
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。
一
資
料
請
求
@
お
問
い
合
せ
}
一
T

一
八

六
国
立
市
富
士
見
台

:
N
H
K
学
園
8

E
0
1
係
(
宮

O
四
二
五
七
二
=
一

一
五
一
)
ま
で

N
H
K
学
園

通
信
講
座
の
ご
案
内

ー
福
祉
関
係
通
信
講
座
1

fJ¥龍

N
E
K
学
園
で
は
、
来
年
四
月
に
福

祉
の
通
信
教
育
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

高
齢
者
社
会
を
迎
え
て
、
福
祉
の
資

格
取
得
を
希
望
す
る
人
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
現
在
、
あ
な
た
も
受
講
さ
れ

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

一コ
l
ス
一
①
社
会
福
祉
コ

1
ス
・
:
国

家
資
格
・
介
護
福
祉
士
の
受
験
資
格
が

二
年
間
で
取
得
で
き
ま
す
。
②
ホ

1
ム

ヘ
ル
パ
l
二
級
課
程
:
・
厚
生
省
認
定
③

お知らせ

11-
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人権作文ほか一一一一

犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を

犯
罪
の
増
加
傾
向
が
進
む
中
で
、
悪

質
、
広
域
、
ス
ピ
ー
ド
化
が
一
層
進
ん

で
お
り
、
犯
人
の
検
挙
、
事
件
の
早
期

解
決
に
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
犯
罪
捜
査

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
が
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
次
の
点
に
つ
い
て
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

O
事
件
か
な
、
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
一

一
(
)
香
を
。

O
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は
、

積
極
的
に
通
報
を
。

O
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
届
出

を
0

0
指
名
手
配
犯
人
検
挙
に
ご
協
力
を
。

jレールを守って事故のない

猟期にしましょう。

園
ぼ
く
は
、
友
達
か
ら
集
中
的
に

一
い
ゃ
み
を
言
わ
れ
る
時
が
あ
り
ま

一
す
。
ぼ
く
の
あ
だ
名
は
、
カ
ツ
パ

一
や
ょ
っ
ち
ゃ
ん
、
ギ
ド
ラ
な
ど
で

一
す
。
そ
の
中
で
、
ぼ
く
が
一
番
い

一
ゃ
な
の
は
、
ヵ
ッ
パ
で
す
。

E

ぼ
く
が
カ
ツ
パ
と
言
わ
れ
る
よ

一
う
に
な
っ
た
の
は
、
前
が
み
が
シ
ヤ

一
キ
ッ
と
な
っ
て
、
カ
ッ
パ
み
た
い

一
に
な
っ
て
い
た
時
が
あ
っ
た
か
ら

一
で
す
。
で
も
、
今
は
そ
う
じ
ゃ
な

白
い
の
に
、
や
っ
ぱ
り
カ
ツ
パ
と
言

一
わ
れ
ま
す
。
水
泳
の
時
に
も
、
ぼ

一
く
が
あ
ま
り
う
ま
く
な
か
っ
た
か

一
ら
、

一
「
カ
ッ
パ
な
の
に
、
な
ん
で
う
ま

一
く
泳
げ
ん
の
。
」

一
と
言
わ
れ
て
、
ぼ
く
は
、
と
っ
て

一
も
い
や
で
し
た
。
な
ぜ
そ
ん
な
こ

一
と
を
言
、
つ
の
か
な
、
や
め
て
ほ
し

一
い
と
思
い
ま
し
た
。

一
で
も
、
ぼ
く
は
、
「
や
め
て
」
と

一
三
守
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
「
や

「てこ 思気すそたすれどた聞をすやとま「と「め
カいとでつにぐののるたいりは言。だ言いなかも
ツるがもてなに時で方りこ、ずわそっわきん、う」
パ時あ、しら忘はし戸すともれれんたれだだ おと

J 只2支喜三岳ヒ fc:ぞをつにてなかる己と 前日
ヲ二亡援ゐらじたも ζ 方言とさ、こらと 、 与LH
パ j た、ででまなそ主はわひれ仲とでい な 遊し
、三。ます、つあれ三、 んた
ノT 入学犬二 。までとにル自園田・・田園開園圃..，.彊唖置田唖圃圃でら
カの校同 あ 、思、足分掴圃・.À~・.~宮島日・1曹・・聞や
パ人かじ いずつほ巴くが E薗圃忌蝿温臨畠圃田昌晶...... 出盟国圃ら
からよ いってくはカ"I な
己ら帰う やともは思ま I ~_ _. . _ _ _ い
つな とは、、つん I I思いを伝えようJ I ~ 
が気はまとどー「てを言てとよ「時 ことー「しと

え雪 Z主夫Z平工主主くつ 小学5年生 |会主主尺主会言写士言
達でり。ぼたな l れ気や| F |!三:己な かこませたれ
の言相いくらこ。てがし| ( 8年度人権作文集より) i百 ん らとし、けた
¥つ手やたいと もで'-"わ や まをたほれの
をたになちいを 、なでとほこかでまとカ「た号 け た言。くどで
ひり伝こはだゃ あくて、くんに白い、でうけ、 ん 、つぼは、す

7主主左差号寺 三て「と 0 なす分まますんれデ じ 虫おムす ぼ
傷りこいで」も めいやて考言るのした毛、宍，i よ 失で、で く
つしとや話とら てやめもえ葉よこた言」ぼ 抗 う ぱしどす は
けた、だしい 1 しなて悲てをうと 0 つ く ゃ が いようよ
る三軽と壬12jミ まこ」しみ言なを自て は だ な しうし己
」しい、l;) -=、 っととくるう、ば分しパ つい た。て や

と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
相
手

に
知
っ
て
も
ら
い
考
え
て
も
ら
お

う
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

気
に
な
ら
な
い
か
ら
い
い
や
と

思
っ
て
い
た
ぼ
く
で
す
が
、
一
一
日
わ

な
い
と
、
ぼ
く
の
気
持
ち
は
ず
っ

と
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
、
い
や

な
こ
と
も
や
め
て
く
れ
な
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
今
度
い
や
な
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、
今
度
は
ち
ゃ
ん
と
「
や
め

て
」
と
一
吉
い
た
い
で
す
。
「
い
や
だ
」

と
い
う
ぼ
く
の
気
持
ち
を
伝
え
た

い
で
す
。
ぼ
く
た
ち
が
勇
気
を
出

す
こ
と
が
、
相
手
に
考
え
て
も
ら
っ

て
、
い
じ
め
を
な
く
す
こ
と
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

人
が
人
の
心
を
傷
つ
け
る
こ
と

は
、
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
。

ぼ
く
は
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、

友
達
と
仲
良
く
つ
き
あ
っ
て
い
き

た
い
で
す
。



一 13-

④
A
と
B
を
合
わ
せ
て
、
③
を
加
え
て

ボ
1
ル
に
入
れ
る
。

⑤
揚
げ
油
を
熱
し
、
①
に
小
麦
粉
を
ま

ぶ
し
て
揚
げ
る
。
揚
げ
た
も
の
を
④
に

加
え
る
。

L
E
T
Sタ
沙
門
年
シ
グ
一
代
d
p
一立昭七一

一

西

山

通

子

一

し
お
さ
い
園
コ
ス
モ
ス
ゲ
ル
i
ブ
合
同
一
空
杢
丁
O
九
四
七
一

さ
さ
身
の
南
蛮
漬
け

(
四
人
分
)

~r1ì B A 

手芸?害 11 I一一一「 有z;さりだ水砂み醤酢揚胡塩鷹獅京さ料
四身 22し 糖り油 げ淑 の子葱さー

爪唐身イ困じ〉
位筋素
~を

に耳又
しつ
、て

塩そ
ぎ
胡切
椴り

大
さ
じ
五
杯

大
さ
じ
三
杯

大
さ
じ
二
杯

大
さ
じ
一
杯

五
O
∞
少
々

一一一一紹介コーナー

を
す
る
。

②
京
葱
を
二
j
三
仰
の
長
さ
に
切
り
、

獅
子
唐
に
切
り
込
み
を
入
れ
る
。

③
鷹
の
爪
の
種
を
出
し
て
輪
切
り
に
す

る。

四
本
一
本
八
本
適
量タ'ク~ 

え豊富~く暴露る立運2
{高っ官龍審るか}

(茶道)

大和茶道婦人会

私
た
ち
茶
道
ク
ラ
ブ
は
、
=
一
十
代
か

ら
七
十
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
仲

間
が
集
ま
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

池
田
冴
子
様
(
上
老
松
)
の
ご
紹
介
に

よ
り
、
裏
千
家
の
三
瀬
宗
賀
先
生
を
大

⑤
②
を
、
揚
げ
る
か
ま
た
は
焼
く
か
し

て
④
に
加
え
て
で
き
あ
が
り
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
:
で
き
あ
が
っ
て
か

ら
少
し
時
間
を
お
く
と
、
一
層
お
い
し

く
な
り
ま
す
。

洲
よ
り
お
迎
え
し
ご
指
導
を
受
け
て
三

年
目
を
迎
〉
え
ま
し
た
。

明
る
く
温
か
い
雰
囲
気
の
中
、
杜
中

の
み
ん
な
は
、
今
で
は
茶
道
に
お
け
る

和
敬
の
精
神
を
培
い
、
こ
の
道
の
奥
の

深
さ
に
感
動
を
も
覚
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
毎
週
の
稽
古
だ
け
で
な
く
、

各
種
公
民
館
活
動
へ
も
積
極
的
に
参
加

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
「
一
期
一
会
」
を
合
い
言

葉
に
、
自
己
の
心
を
さ
ら
に
磨
き
、
毎

日
の
生
活
が
よ
り
潤
い
の
あ
る
も
の
に

な
る
よ
う
活
か
し
て
い
き
た
い
と
患
っ

て
い
ま
す
。

一
練
習
日
}
毎
週
水
曜
日
(
午
後
一
時

一
練
習
場
所
一
大
和
公
民
館

一
連
絡
先
}
谷
本
ム
ツ
子
(
下
須
戒
・

位
五
二

1
0三一
O
九
)

一
会
員
一
谷
本
ム
ツ
子
、
菅
幸
子
、
泉

田
子
富
、
藤
岡
宮
、
井
内
禎
子
、
下
田

勝
子
、
上
田
う
め
か
、
小
泉
満
子

大和茶道婦人会の皆さん
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交
通
事
故
に
気
を
つ

1
高
齢
者
交
通
安
全
教
室

1

九
月
二
十
四
円
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で

高
齢
者
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
、

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
ら
約
百
七
十
人
が
参

円
H

H

J

-

力
1
し犬
教
室
で
は
、
大
洲
警
察
署
交
通
課
長

に
よ
る
管
内
の
交
通
事
故
の
概
況
報
告

や
、
ビ
デ
オ
を
交
え
て
の
交
通
事
故
防

止
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
の
解
説

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
交
通
安
全
協
会

長
浜
支
部
(
中
野
茂
明
支
部
長
)
か
ら

は
、
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
に
と
、
参

加
者
全
員
に
反
射
タ
ス
キ
が
配
布
さ
れ
、

夜
間
外
出
時
の
着
用
指
導
が
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
紳
を
深
め
て

1
第
十
六
回
幼
児
祭
り

i

九
刀
二
十
五
日
、
町
民
運
動
場
を
主 て親子で工作を楽しむ参加者

会
場
に
第
十
六
回
長
浜
町
幼
児
祭
り
が

開
催
さ
れ
、
幼
児
と
保
護
者
ら
約
七
百

人
が
参
加
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
次
代
を
担
、
つ
子
ど
も

た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
よ
う
と
、
太

陽
の
お
母
さ
ん
連
絡
協
議
会
が
毎
年
主

催
し
て
い
る
も
の
。
会
場
に
は
、
ポ
ー

ル
プ
l
ル
や
ゲ
l
ム
遊
び
、
消
防
は
し

ご
車
体
験
乗
車
な
ど
各
種
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
、
参
加
し
た
親
子
は
、
手
を

取
り
合
い
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
そ
の
紳

を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
。

交通事故防止についての話に耳を傾ける参加者

最
先
端
ご
み
処
理
施
設
を
視
察

1
廃
棄
物
処
理
対
策
協
議
会

i

十
月
一
二
日
、
第
二
回
廃
棄
物
処
理
対

策
協
議
会
で
の
先
進
地
視
察
研
修
が
行

わ
れ
、
協
議
会
委
員
、
町
職
員
ら
三
十

五
人
が
参
加
し
た
り

最
初
の
視
察
地
崎
、
平
成
八
年
度
か

ら
稼
働
し
て
い
る
宇
摩
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
。
概
要
説
明
を
受
け
た
後
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
の
見
学
を
行
い
、
参
加
者

は
最
先
端
の
ご
み
処
理
施
設
に
熱
心
に

見
入
っ
て
い
た
。

午
後
か
ら
は
、
琴
平
町
役
場
を
訪
問

し
、
ご
み
処
理
の
実
状
と
ご
み
収
集
の

口
ン
グ
ピ
I
チ
大
作
戦

1
第
‘
二
固
な
が
は
ま
探
検
隊

1

十
月
十
一
日
、
第
三
回
な
が
法
ま
探

有
料
化
の
説
明
を
受
け
る
な
ど
、
ご
み

問
題
に
つ
い
て
の
研
修
を
深
め
た
。

王様救出のために魔女に挑む参加者

検
隊
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
親
子

連
れ
な
ど
約
六
卜
人
が
参
加
し
た
。

姿
を
カ
エ
ル
に
変
え
ら
れ
、
魔
女
に

さ
ら
わ
れ
た
ロ
ン
グ
ピ

l
チ
国
王
な
ち

を
枇
い
出
す
と
い
ろ
ス
ト
ー
リ
ー
で
、

参
加
者
は
ふ
れ
あ
い
会
館
を
出
発
。

町
内
各
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
愉
快
な
人

物
や
妖
怪
な
ど
に
扮
す
る
ス
タ
ッ
フ
の

熱
演
に
参
加
者
た
ち
は
大
喜
び
。

み
ご
と
捕
ら
わ
れ
た
王
様
を
救
っ
た

の
は
、
長
浜
の
川
一
冗
秀
文
さ
ん
チ
l
ム。

参
抗
し
た
そ
の
他
の
チ
l
ム
の
皆
さ
ん

に
も
、
王
様
か
ら
お
礼
の
品
々
が
贈
ら

れ
楽
し
い
午
後
の
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。 宇摩クリーンセンターでの研修

~ 
占~
~ 13t1 
手画

西
日
さ
す
畑
に
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
摘
み
く
る

株
の
仕
ぐ
さ
亡
き
母
に
似
て

垣

見

惹

枝

敬
老
会
米
寿
の
姑
に
付
き
添
い
て
記
念

の
品
々
戴
き
か
え
る鎌

田

文

香

蝉
し
ぐ
れ
昼
前
や
み
て
流
れ
来
る
あ
っ

さ
ゆ
る
が
し
幼
ら
叫
ぶ
金

橋

巴

ど
こ
か
ら
か
木
犀
の
香
り
流
れ
来
て
秋

立
つ
駅
に
霧
雨
の
降
る
東

は

な

猫
の
声
き
き
わ
け
で
や
る
明
け
暮
れ
の

今
朝
寒
い
よ
と
菩
に
寄
り
来
る

堀

井

光

子

一
年
生
の
孫
に
こ
の
夏
教
わ
り
し
お
し

ろ
い
花
の
落
下
傘
舞
ふ
山

下

ヨ
ネ
子

日
長
浜
小
学
校
H

鈴
虫
が
秋
の
夜
長
に
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

三

年

田

淵

愛

奈

ひ
ま
わ
り
は
か
れ
る
と
な
み
だ
み
た
い

な

た

ね

三

年

演

回

沙

也

加

朝
早
く
せ
み
の
鳴
き
声
し
て
る
山

凹

年

矢

野

美

佳

夏
の
花
す
ぐ
消
え
る
け
ど
光
る
花

四

年

友

津

明

香
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肩
た
た
き
に
ぎ
り
こ
ぶ
し
に
あ
せ
に
じ

む

五

年

演

田

美

穂

お
花
見
の
お
弁
当
お
い
し
花
ふ
ぶ
き

五

年

井

上

沙

織

秋
風
に
つ
ら
れ
て
出
て
く
る
赤
と
ん
ぼ

六

年

久

保

和

広

す
ん
だ
空
用
意
ド
I
ン
と
運
動
会

六

年

二

宮

愛

台
風
の
近
づ
く
風
に
お
さ
れ
い
く

六

年

佐

々

木

美

乃

あ
じ
さ
い
の
葉
っ
ぱ
の
か
げ
の
か
た
つ

む

り

六

年

尾

上

英

人

制

松

山

橋

一

陣
バ
レ
l
男
子
(
大
和
)
略

物

チ

l
ム
が
優
勝
畑
中

山
側

5
ス
ポ
レ
ク
八
柄
浜
地
方
大
ん
で
…
刊

誌

蕗
十
月
五
日
、
宇
恥
町
で
愛
媛
ス
ポ
レ

ク
9
7
八
幡
浜
地
方
大
会
が
開
催
さ
れ
、

一一一一一歳ですほか

すいなでい気そ とか
。とっき心でれ人名ら心
思てる配、ずの付尊身

( いほ人り{麦、道け敬共
父 ましにがし元をまさに
11 rー 麗欄輔欄欄灘慨しれ均
佳ぶ 圏醤議翠震セ E禁
J 輪韓盟蕗璽理署鱗議畏: λ レ!す ムがパ ム当

さ想雛噂醤タ tu 。主主き 7Z嘉E
!ん左藤欝炉建覇圃 園 、大とボ目加ら
欝ず言翠罫… の美! 主会僅 l でし!主

i司詰欝幸ム 議覇藤一 願し! なへ勝 jレ熱まハ

!占:時~ ~，務自!吋聖書左目
口 裕齢 ーで 乏打 ~7 _.，:;_ ~まマ 展

:2 で;べ品 宅雪! 否主主記雪 葬
iさ 必込¥去 建 E-i 主主:よエ去五
1ft J 児の: り Lチ l官ヂ
平成8年11月4日生まれ 」人; で弓 1 ムフ?ミ ! 優勝したバレー男子チームの皆さん

一
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
}
男
子
B
(大
和
)

U

E

優
勝
、
晴
人
一
部
(
出
ト
ほ

)
i準
優
勝

一
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
]
体
協
;
準
優
勝

一
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
一
男
子
(
体
協
)
:
・

第
四
位
、
女
子
(
体
協
)
・
:
第
四
位

一
ク
ロ
ッ
ケ
1
}

一
般
(
出
海
)
:
・
第

三
位
wF庁}
叫

帆

搬
永
井
恭
平
さ
ん

wv

鰍
優
良
賞
に
輝
く
料

品
繍

1
え

ひ

め

工

止

す

開

噂

鞠
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
タ

i
ル
1

鮒

十
刀
十
回
目
、
本
県
の
伝
統
工
芸
品

の
デ
ザ
イ
ン
や
技
術
を
競
、
勺
「
え
ひ
め

暮
ら
し
め
て
芸
品
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
」
(
県
主
催
)
が
開
か
れ
、
「
木
竹
・

ガ
ラ
ス
土
芸
品
」
の
都
門
で
、
長
恨
の

永
井
恭
平
さ
ん
(
五

O
)
が
み
ご
と
優

良
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
独
創
性
や
技
法
、
商
品
四

値
な
ど
が
審
査
さ
れ
る
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
主
に
生
き
物
を
題
材
と
し
、
板

に
彫
刻
を
施
し
て
色
付
け
さ
れ
た
、
水
井

さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。受賞された永井さん

一li
i
r
h
l
i
i
l
i
-
-
i
i
i
i
l
i
l
i
-
-
i
i
i
u

一

j
》
1
1
l生
産
品
片
方
だ
け
に
降
っ
て
そ
の
風
情
が
一

一

歳

時

京

商

白

い

の

と

、

京

都

に

北

山

時

雨

一

一

介

場

川

W川
崎
撞
と
い
、
っ
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
京
一

一
時
雨
:
・
冷
た
そ
う
な
雰
囲
気
は
都
に
多
い
た
め
で
し
ょ
う
か
。
旧
一

…
分
か
る
け
ど
、
さ
て
、
秋
の
季
語
制
の
第
三
高
等
学
校
の
寮
歌
に
も
一

一
か
な
冬
の
季
語
か
な
と
迷
、
つ
方
も
初
時
雨
と
い
、
ユ
一
日
棄
が
あ
っ
た
そ
一

一
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ろ
で
す
。
「
し
ぐ
れ
」
と
い
え
ば
一

一
時
雨
は
、
冬
の
初
め
ご
ろ
に
降
っ
三
重
県
桑
名
の
名
産
「
し
ぐ
れ
蛤
」
一

一
た
り
や
ん
だ
り
す
る
雨
の
こ
と
で
が
有
名
で
す
。
シ
ョ
ウ
ガ
、
サ
ン
一

一
冬
の
季
語
で
す
。
時
雨
り
し
い
も
シ
ョ
ウ
な
ど
の
ス
パ
イ
ス
を
入
れ
一

一
の
は
晩
秋
に
も
降
り
ま
す
が
、
て
煮
た
も
の
で
す
。
「
し
ぐ
れ
」
一

て
秋
時
雨
」
と
い
っ
て
区
別
し
璽
幽
と
い
う
一
言
葉
は
身
近
で
使
わ
一

一

て

い

ま

す

。

臨

覇

れ

て

い

ま

す

。

一

一

最

近

は

天

気

予

報

が

よ

り

』

盟

十

一

月

一

円

は

「

灯

台

記

一

一
正
確
に
な
り
ま
し
た
が
、
時
扇
髄
念
日
」
で
す
。
日
本
の
近
代
一

一
雨
な
ど
と
い
う
風
情
あ
る
一
言
届
盟
文
化
の
先
駆
け
と
な
っ
た
西
一

一

葉

は

あ

ま

り

聞

か

な

く

な

り

掴

圏

芸

術

に

基

づ

く

灯

台

の

士

一
ま
し
た
。
ま
し
て
、
涙
の
出
融
歯
設
は
、
明
治
一
冗
年
に
始
ま
り
一

一
そ
、
つ
な
気
分
を
「
時
雨
ご
こ
臨
園
ま
し
た
。
観
光
客
が
見
学
で
一

一
ち
」
な
ん
て
表
現
す
る
乙
と
は
少
き
る
灯
台
も
各
地
に
あ
り
ま
す
。
一

一
、
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
時
灯
台
に
、
よ
り
親
し
ん
で
み
て
は
一

一

雨

月

」

と

い

う

の

は

時

雨

が

よ

く

い

か

が

で

し

ょ

う

か

。

一

一
降
る
陰
謄
十
月
の
罪
で
す
o

俳
太
ぐ
¥
三
二

一
人
松
尾
芭
蕉
は
こ
の
時
雨
の
風
情
ト

A将
涼

泌

ホ

ム

，

『

一

ケ

~

£

ん

で

い

た

と

い

い

ま

す

。

陰

ホ

佳

子

が

で

二

五

一

• 

一

暦

十

月

十

二

日

に

亡

く

な

っ

た

の

議

い

ご

到

ザ

一

一
で
、
こ
の
日
を
芭
蕉
忌
と
呼
ん
で
@
清
一
ぺ
べ
譲
総
長
一

、
¥
一
一
γ
¥

ヘM
U
¥

初
心

J
N
4

一

一

し

ま

寸

ノ

¥

ポ

ミ

v
J
Jペ
ジ
一

一

時

雨

が

詩

歌

に

よ

ど

登

場

す

る

人

代

ゃ

い

¥
J
v
e
E
F
S

一

¥
へ
い
¥
、

uzz
一

一

の

は

、

片

時

雨

と

い

っ

て

、

凶

の

こ

一

「
i
i
i
i
!
i
l
-
-
i
i
l
i
-
-
i
i
!
l
i
-
-
L
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頭記

印刷平成9年 11月 1日発行平成9年 11月号

①
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
が
な
い
場
所

で
行
、
っ
。
②
重
要
文
化
財
な
ど
の
周
囲

で
た
き
火
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
所
で
は

行
わ
な
い
。
③
気
象
条
件
に
注
意
す
る
。

広報ながはま

民
を
つ
け
審
し
ま
う

④
火
災
箸
報
、
強
風
注
意
報
、
乾
燥
注

意
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
て
い
る
と
き
は

行
わ
な
い
。
⑤
水
バ
ケ
ツ
、
消
火
器
な

ど
の
準
備
を
す
る
。
⑤
火
災
と
間
違
わ

な
い
よ
う
な
煙
が
出
る
と
予
想
さ
れ
る

と
き
は
、
事
前
に
消
防
署
に
届
け
出
る
。

-
た
き
火
中
の
注
意

①
火
を
消
す
ま
で
た
き
火
の
そ
ば
を
離

れ
な
い
。
②
子
ど
も
だ
け
で
は
た
き
火

を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。
③
ス
プ
レ
ー

の
空
き
缶
や
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
な
ど
、

危
険
な
ご
み
は
絶
対
に
火
の
中
に
入
れ

な
し
。

-
た
き
火
後
の
注
意

①
た
き
火
が
終
わ
っ
た
ら
完
全
に
火
を

消
す
。

②
再
び
燃
え
出
さ
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
。

山兵庫県/I!J治綴:お知段差ま 亨
~県外にお住まいの

阪神・淡路大震災の被災者の皆様へ~

兵庫県震災復興総合相談センター

では、県外にお住まいの被災者の皆

様のために、

フリーダイヤルft0120-78-4133 
を設け、無料電話相談を行っていま

す。ぜひご活用下さい。名

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

9
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保
護
者
名

長

浜

下
須
戒

下
須
戒

今

坊
須

沢
沖

浦
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こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
時
期
で
す
。
火

を
扱
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
野
外

で
た
き
火
l
落
葉
や
廃
材
な
ど
を
処
理

し
な
が
ら
、
寒
い
日
は
心
身
と
も
に
暖

ま
る
こ
と
も
で
き
る
な
ど
、
季
節
の
風

物
詩
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
不
注
意
か
ら
火

災
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

た
き
火
を
原
因
と
す
る
火
災
の
な
か

に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
を
払
え
ば

防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
も
の
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

次
の
事
項
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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三
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キ
ヱ
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ヱ
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八
四
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き
火
前
の
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意

松長松長

山浜山浜

岡元本

藤清杉宮

牧広里正

ス

「今日よりは11月の旅田記」星

野立子の句が浮かぶ。11月 3日の

文化の日は、昭和23年に制定され

た国民の祝日で「自由と平等を愛

し、文化をすすめる日」とある。

町の文化祭、菊花展など多彩な行

事は、町民の生きがいでもある。

昭和12年 (1937年 )に文化勲章

授与式が始まり、国民の文化意識

は高揚した。

11月 3日は!奮の上では立冬だが、

菊は薫り小春日和に誘われ行楽の

好季節だ。出石寺、沖浦観音をは

じめ、白滝の紅葉などは町民の行

楽の場所にふさわし'-"0詩人野口

雨情は、白滝に立ち寄り「白滝小

唄」を残した。春・夏・秋・冬の

白滝を詠じ、肱川の白帆、小野地

蔵まで小唄となっていて、郷土の

誇りでもある。 「秋の白滝木と木

の紅葉、山は錦の幕を張るJi雄

滝雌滝と別れておれど末は一つの

川となる」

11月第 3日曜日は白滝の滝祭り。

23日の勤労感謝の日は「るり姫祭

り」と多彩な行事で賑わう 。15日

の七五三の行事と共に家族困難の

好機。紳を深め青少年の健全育成

を図ろう 。

23日の勤労感謝の臼は、勤労を

尊び生産を喜ぶ目。町民こぞって

産業の振興に尽力し、住みよい町

づくりに寄与してほしい。

田

憲紀異敬 和
治彦悟一勉彦

数

人口をふやしましょう

9月末現在 前月との比較

10，427人 6人減

人 口 (男 4，927人) (男 1人増)
女 5，500人 女 7人減

世帯数 3，685世帯 3世帯減

帯世口人


